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協
議
会
だ
よ
り 

令
和
元
年
度
専
門
部
会
の
活
動
状
況 

令和が始まってからの活動の中から                                       
                                      久美浜二区地区活性化協議会  

                                              会長 和田 省三 

 

早
や
令
和
初
め
て
の
師

走
と
な
り
気
ぜ
わ
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
月
日
が
経

つ
早
や
さ
に
び
っ
く
り
で

す
。 地

域
の
皆
様
に
は
常
日

頃
か
ら
本
活
性
化
協
議
会

へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
度
の
本
会
の
活
動

も
半
分
以
上
終
わ
り
ま
し

た
が
、
各
専
門
部
委
員
の

方
々
を
中
心
に
、
人
と
人
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

少
し
で
も
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
取
組
を
計
画

に
沿
っ
て
進
め
て
き
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
一

端
を
ご
報
告
し
ま
す
。 

今
の
取
組
が
近
い
将
来

二
区
の
自
治
組
織
が
再
編

さ
れ
た
時
の
活
動
に
「
円
滑

に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
…
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

〇二区の将来の農業を考える懇談会 
 

・
農
業
を
め
ぐ
る
環
境
が
激

変
し
、
農
業
離
れ
や
耕
作

地
管
理
の
委
託
化
、
耕
作

放
棄
地
の
広
が
り
等
々

の
課
題
が
一
層
目
立
っ

て
き
て
い
ま
す
。 

・
そ
の
中
で
も
先
祖
か
ら
引

き
継
い
だ
「
自
分
の
農
地

は
自
分
で
守
る
」
強
い
思

い
か
ら
最
寄
り
の
グ
ル

ー
プ
で
機
械
を
共
同
化

し
て
の
農
業
や
一
人
で

の
農
業
を
続
け
て
き
て

お
ら
れ
る
の
が
現
実
で

す
。 

・
本
会
で
は
今
年
も
こ
れ
ら

の
課
題
に
つ
い
て
考
え

る
懇
談
会
を
４
年
連
続

で
開
催
し
、
「
ま
だ
余
力

の
あ
る
う
ち
に
」
「
今
な

ら
ま
だ
で
き
る
」
を
合
言

葉
に
「
農
業
経
営
を
合
理

化
、
共
同
化
し
て
農
地
を

守
る
」
こ
と
を
テ
ー
マ
に

話
し
合
っ
て
頂
い
て
い

ま
す
。 

 

今
年
は
、
８/

 (

日)

に
前
半
は
栃
谷
の
国
営
作

業
場
を
会
場
に
「
栃
谷
農
事

組
合
」
の
組
織
と
活
動
内
容

の
報
告
と
ト
ラ
ク
タ
ー
・
田

植
え
機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

講
習
を
し
て
い
た
だ
き
、
後

半
は
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
「
多

面
的
機
能
支
払
い
交
付
金

事
業
」
（
講
師
：
増
馬
孝
之

氏
）
の
お
話
を
聞
き
、
懇
談

会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

・
11/

10
（日
）
に
は
チ
ェ
ン
ソ 

ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

（講
師
・・
森
垣
敦
雄
氏
） 

 

・
出
さ
れ
た
意
見
や
産

業
・
村
づ
く
り
部
会
で

ま
と
め
た
内
容
と
提
言 

は
以
下
の
と
お
り
で

す
。 

＊
懇
談
会
を
重
ね
て
い
く
中

で
、
「
持
続
可
能
な
農
業
経

営
」
に
は
共
同
化
が
有
効
で

あ
る
意
識
や
「
な
ん
と
か
せ

ね
ば
！
」
と
い
う
思
い
が
広

が
っ
て
き
て
い
る
。 

＊
す
で
に
二
区
内
複
数
区
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
集
落

に
よ
る
共
同
営
農
組
織
」
の

立
ち
上
げ
を
他
地
区
で
も

め
ざ
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。 

＊
そ
の
た
め
に
は
各
区
長
が

中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ

に
向
け
た
取
組
を
具
体
化

し
て
い
た
だ
く
。 

＊
取
組
方
法
と
し
て
は
、
各
区

で
共
同
営
農
組
織
立
ち
上

げ
に
向
け
た
専
門
の
「
検
討

委
員
会
」
的
な
組
織
を
作
っ

て
取
り
組
む
こ
と
も
有
効

で
は
な
か
ろ
う
か
。 

＊
今
後
二
区
全
体
で
の
広
域

化
も
含
め
た
共
同
営
農
組

織
（
い
わ
ゆ
る
「
多
面
的
機

能
支
払
い
活
動
組
織
の
広

域
化
」
）
の
立
ち
上
げ
の
可

能
性
も
議
論
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。 

（
二
区
全
体
で
の
共
同
営
農
や

メ
ッ
シ
ュ
等
獣
害
防
護
柵
申

請
、
運
営
事
務
等
が
一
元
化
で

き
る
等
の
良
さ
が
あ
る
。） 

○
防
災
・
建
設
部
会
だ
よ
り 

 

防
災
・
建
設
部
会
で
は
、
二
区
地
区
活
性
化
協
議
会
だ
よ
り
で
、
防
災
に
役

立
つ
情
報
や
、
地
域
の
防
災
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

《第
一
回
防
災
・建
設
だ
よ
り
は.

裏
面
に
記
載
》 

・
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
地
域
福

祉
部
会
で
標
記
の
取
組
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
紅
葉
真

っ
只
の
中
、
絶
好
の
遠
足
日
和
の

も
と
に

名
（運
転
手

さ
ん
含
め

て

名
）
の
参
加
者
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

・
伊
根
で
は
向
井
酒
造
の
見
学
、
遊

覧
船
観
光
等
々
で
親
睦
と
交
流
を 

 

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

・
「
ぜ
ひ
来
年
も
実
施
し
て
ほ
し

い
。」
と
い
う
声
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

 

〇第２回サロン活動「シルバー研修（遠足）」の取組＜１１/１７(日)＞ 
～今年は「丹後半島散策の旅」を企画しました。 

 

  

〇婚活「二区出会い広場」・地域行事写真展の取組 
 

・
文
化
・
教
養
活
動
と
し
て
（
二
区
公
民

館
主
催
・
二
区
活
性
化
協
議
会
、
二
区

区
長
会
共
催
）
婚
活
行
事
の
「
二
区
出

会
い
広
場
」
が

/

６
（
日
）
に
久
美
浜

湾
沖
の
「
無
人
島
」
で
二
区
公
民
館
役

員
の
方
々
の
企
画
・
運
営
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

人
を
超
え
る
男
性
、

女
性
が
参
加
さ
れ
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
交
流
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。 

素
敵
な
出
会
が
更
に
深
ま
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。 

・
ま
た

月
か
ら
恒
例
の
「
地
域
行
事
写

真
展
」
が
婦
人
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
夏
祭
り
や
秋
祭
り

な
ど
各
地
区
で
行
わ
れ
た
行
事
の
笑
顔

あ
ふ
れ
る
写
真
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

・
二
階
大
会
議
室
に
は
口
三
谷
区 

谷
口

修
一
様
手
作
り
に
よ
る
、
縮
尺

分
の

１
の
精
巧
な
平
等
院
鳳
凰
堂
の
模
型
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
緻
密
な
設
計
図

に
も
驚
か
さ
れ
ま
す
が
、
全
体
の
仕
上

が
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
鳳
凰
堂
が

水
面
に
映
る
よ
う
な
工
夫
も
な
さ
れ
る

な
ど
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。
必
見
で
す
。 

（
市
の
広
報
、
京
都
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。） 

 

 

〇二区循環道路（市道栃谷口馬地線）改良工事 今期工事区間完全舗装完了！ 
 

・
本
道
路
区
間
の
拡
幅
、

舗
装
工
事
が
少
し
ず

つ
で
す
が
進
み
、
六
本

松
か
ら
三
谷
方
面
に

向
か
っ
て

月初

め

に
全
長
６
５
０
ｍ
分

の
拡
幅
・
完
全
舗
装
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。 

・
今
期
工
事
分
は
６
年

が
か
り
で
完
成
し
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
に
至

る
ま
で
は
、
長
年
に
わ

た
る
二
区
道
路
委
員

会
を
中
心
と
し
た
先

輩
諸
氏
の
地
道
な
取

組
の
積
み
重
ね
の
賜

物
で
す
。 

・
今
後
も
継
続
し
て
市

建
設
部
等
各
関
係
機

関
へ
の
要
望
活
動
を

行
い
、
更
な
る
拡
幅
の

延
伸
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
地
域
の

皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

 

 



 

〇「久美浜まるかじりまつり」へ参加しました。 
 

・
旧
町
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
第

回目

の

「
久
美
浜
ま
る
か
じ
り
ま
つ
り
」
が

/
(

日)

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

・「
久
美
浜
町
外
よ
り
多
く
の
出
店
者
、
来
場
者

を
迎
え
」「
都
市
と
農
・
山
・
漁
村
の
交
流
を

図
り
」「
久
美
浜
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
」「
久
美
浜
地

域
の
活
性
化
を
促
す
」
こ
と
等
を
目
的
に
し

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
本
会
も
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
３
年
前
か
ら
は

年
度
当
初
の
事
業
に
位
置
付
け
て
参
加
し
て

い
ま
す
。 

・
参
加
す
る
活
動
を
通
じ
て
二
区
地
域
の
皆
さ

ん
の
交
流
と
親
睦
の
機
会
を
作
り
、
地
域
の

活
性
化
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。 

・
参
加
内
容
は
テ
ン
ト
一
張
り
分
の
出
店
を
し

て
前
日
か
ら
仕
込
ん
だ
ド
ー
ナ
ツ
生
地
を
テ

ン
ト
内
で
揚
げ
て
販
売
し
ま
し
た
。
大
人
気

で
約

個
も
の
ド
ー
ナ
ツ
が
一
日
中
揚
げ

続
け
て
完
売
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
芋
ス
テ

ッ
ク
や
黒
豆
ご
飯
も
作
っ
て
販
売
し
ま
し

た
。 

・
ま
た
、
二
区
地
区
の
方
か
ら
販
売
品
と
し
て
枝

豆
、
野
菜
（
い
も
）、
ば
ら
寿
司
、
芋
ご
飯
な

ど
を
募
集
し
て
委
託
販
売
も
さ
せ
て
い
た     

だ
き
ま
し
た
。 

・
当
日
に
は
ド
ー
ナ
ツ
作
り
や
販
売
係
に
本
会
役
員

の
み
な
ら
ず
多
く
の
地
域
の
方
に
も
お
世
話
に

な
り
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
楽
し
く
活
動
と
交

流
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

〇二区自治組織の再編について 
 

・
二
区
の
自
治
組
織
の
再
編

課
題
に
つ
い
て
は
こ
こ

３
年
余
り
議
論
が
続
い

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
二

区
区
長
会
で
今
ま
で
の

議
論
内
容
や
経
過
を
踏

ま
え
た
視
点
で
検
討
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
し
か
る
べ
き
時
期
に

検
討
結
果
、
今
後
の
方
向

性
と
更
な
る
具
体
案
が

報
告
・
提
案
さ
れ
る
よ
う

で
す
。 

 

昨年は全く雪のない冬でした。「想定外！」が当たり前になっている異常気象が定着している今日ですが、

さて、今冬はどんな冬になるのでしょうか。 

大雪はいやですが、まったく雪のない冬も季節感がなかったり夏場の水不足が心配されたりするなど「ち

ょうどいいあんばいの冬になれば…」と思います。そんなにうまくいくのでしょうか。よいお年をお迎えく

ださい。 

 

第 1 回は、「自警団数珠つなぎ」として、河梨自警団の活動などについて、 

団長の田中挙弘さんに話をお伺いしました。 

＊「自警団」は、火災・水害など非常の場合に、民間人が自分たちの安全を守るために組織する団体

です。 

二区では、８つの地区全てで「自警団」が組織され、さまざまな活動をしています。 

防災・建設部会だより ＜第１回＞ 

第 1回は、「自警団数珠つなぎ」として、河梨自警団の活動などについて、団長の田中挙弘さんに話をお伺いしました。 

＊「自警団」は、火災・水害など非常の場合に、民間人が自分たちの安全を守るために組織する団体です。 

二区では、８つの地区全てで「自警団」が組織され、さまざまな活動をしています。 

非常時に備え日々活動しています！ 

田中挙弘団長に聞きました 

―― 河梨自警団の組織について教えてください。 

河梨自警団は、現在、団長１名、副団長１名、団員９名の計１１名で組織していま

す。年齢構成は１８歳～４５歳までの男性で構成しています。 

―― どのような活動をしていますか。 

火災発生時の初期消火活動や市消防団・消防本部の後方支援に加え、災害時の

区内の安全を確保することなどを目的にさまざまな活動をしています。普段の活動

は、消防ポンプの管理と消火栓・消防水利の点検を行っています。 

２カ月に１回程度、日曜日の朝に集まり、消防ポンプが動くかどうか放水して点検し

ています。 

また、台風の時の区内の見回りや年末の防火パトロールを実施しています。区民運

動会の日にも、防犯のために見回りをしているんですよ。 

―― メッセージをお願いします 

これからの時期、ストーブやコンロなど火を使う機会が多くなります。火の元には十

分注意してください。私たち自警団も年末は区内を回り、防火を呼び掛ける予定で

す。火の用心で良いお正月をお迎えください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬季の水道管の凍結に気を付けましょう！ 
水道管が露出している場合は、保温材などを巻き付けるなどの対策を行いましょう。 

 
こ
ど
も
広
場 

 

  


